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１  趣旨 

小松島ステーションパークは供用開始後、３０年以上が経過しており、施設の老朽化対策 
が喫緊の課題となっている。 

また、急速に進む少子高齢化・人口減少社会のなかで持続可能な都市を維持し、魅力ある 
街づくりを推進するため、本市では第６次総合計画（後期計画）において、にぎわいの創出

や公共空間を活かした憩いの場の創出を施策として掲げるとともに、令和５年３月には、小

松島ステーションパークが配されている本港地区と中心市街地の活性化を目的とした基本

構想戦略を取りまとめた。 
これらの背景を踏まえ、小松島ステーションパークを、子育て世代を中心に、若者や高齢 

者など、あらゆる世代が集い交流し、にぎわいと憩いが共存する公園として目指すこととし

た。 
本要領は、小松島ステーションパーク改修工事詳細設計業務を委託するにあたり、委託業

者の知見を活かした優れた提案を求め、公募型プロポーザル方式により優先交渉者を選定

するための各種手続、要件、審査等の内容について、必要な事項を定めるものである。 
  
２ 発注者 

小松島市長  中山 俊雄 
（担当部署） 
〒７７３－８５０１ 
徳島県小松島市横須町１番１号 
小松島市都市整備部都市整備課 
電話：０８８５－３２－２１１８ ＦＡＸ：０８８５－３３－２１０４ 
メールアドレス：toshiseibi@city.komatsushima.i-tokushima.jp 

 
３ 業務概要 
（１）業務名 

Ｒ５ 小松島ステーションパーク改修工事詳細設計業務 
（２）業務内容 

別添の「Ｒ５ 小松島ステーションパーク改修工事詳細設計業務要求水準書」のとおり 
（３）履行期間 
  契約締結日の翌日から２４０日間 
（４）提案上限額 

２４，６００，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 
  なお、見積金額が提案上限額を超過した場合は失格とする。 
 
４ 選定方式  

選定方式は、本実施要領に記載する提案書等を求め、提案者の経験及び実施の能力、提 
案価格及び提案内容を総合的に比較検討し、最適な受託候補者を公募型プロポーザル方式

で選定する。 
 
５ 参加資格  

本提案方式への参加者は、単独事業者又は設計共同体とし、次に掲げる資格要件をすべて

満たす者とする。 
Ａ：共通要件  
（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項（同令第１６７

条の１１第１項において準用する場合を含む。）の規定に該当しないこと。  
（２）小松島市建設業者等指名停止等措置要綱に基づく指名停止等の措置を受けていない

こと。  

mailto:toshiseibi@city.komatsushima.i-tokushima.jp


2 
 

（３）小松島市暴力団等排除措置要綱に基づく入札参加排除措置を受けていないこと。 
（４）安定的かつ健全な財務能力を有し、本業務を円滑に遂行できること。 
（５）国税及び地方税に滞納がないこと。 
（６）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）、民事再生法（平成１１年法律第２２５ 
  号）による手続きを行っていないこと。 
（７）単独事業者、設計共同体の各構成員は、本プロポーザルの他の単独参加者又は設計共

同体の構成員ではないこと。 
Ｂ：単独事業者が満たすべき要件 
（１）令和４・５年度の小松島市一般（指名）競争入札参加資格業者名簿（測量・建設コン

サルタント等）に登載された者であること。【※県内・県外ともに可。】 
（２）建築士法第２３条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を受けていること。 
（３）過去１５年間に、元請又は設計共同体の代表構成員として、国又は地方公共団体が発

注した「公園、緑地又は広場等の新築工事の設計業務」もしくは「公共建築物の新築工

事の設計業務」を行い、引き渡した実績を要すること。 
（４）小松島市内で行う打ち合わせやワークショップ等に常時、対面で参加できる者である

こと。 
Ｃ：設計共同体の構成員が満たすべき要件 
（１）全ての構成員が、建築士法第２３条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を受けて

いること。 
（２）代表構成員が、過去１５年間に、元請又は設計共同体の代表構成員として、国又は地

方公共団体が発注した「公園、緑地又は広場等の新築工事の設計業務」もしくは「公共

建築物の新築工事の設計業務」を行い、引き渡した実績を要すること。 
（３）全ての構成員が、小松島市内で行う打ち合わせやワークショップ等に常時、対面で参

加できる者であること。 
（４）設計共同体にて本プロポーザルへ参加する場合の構成員数は３者以内とし、令和４・

５年度の小松島市一般（指名）競争入札参加資格業者名簿（県内 測量・建設コンサル

タント等）に登載された者を１者以上含むこと。 
（５）設計共同体の各構成員の出資比率の最小限度は、構成員数によって異なるものとし、

２者の場合は３０パーセント以上、３者の場合は２０パーセント以上とすること。 
（６）全ての構成員にて、設計共同体協定書を締結すること。 
（７）設計共同体の名称は、構成員数が２者の場合は「代表構成員名・構成員名・小松島ス

テーションパーク改修工事詳細設計共同体」とし、３者の場合は「代表構成員名・構成

員名・構成員名・小松島ステーションパーク改修工事詳細設計共同体」とすること。 
Ｄ：技術者の資格要件等 
（１）管理技術者 

建築士法第２条第２項に規定する一級建築士の資格を有する者を配置し、本プロポー

ザル参加者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。（３ヶ月以上の雇用を証明する資料

を提出すること。）なお、資格を証明する資料（免許の写し等）及び実務経験年数を証明

する資料（事業者との雇用関係を証明する資料（健康保険証の写し等））を添付すること。 
なお、本プロポーザルに設計共同体として参加する場合は、代表構成員に所属している

こと。 
（２）主任技術者  

建築士法第２条第２項に規定する一級建築士の資格を有する者を配置し、本プロポー 
ザル参加者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。（３ヶ月以上の雇用を証明する資料

を提出すること。）なお、資格を証明する資料 （免許の写し等）及び実務経験年数を証明

する資料（事業者との雇用関係を証明する資料（健康保険証の写し等））を添付すること。 
（３）照査技術者  

建築士法第２条第２項に規定する一級建築士の資格を有する者を配置し、本プロポー 
ザル参加者と３ヶ月以上の雇用関係がある者に限る。（３ヶ月以上の雇用を証明する資料
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を提出すること。）なお、資格を証明する資料 （免許の写し等）及び実務経験年数を証明

する資料（事業者との雇用関係を証明する資料（健康保険証の写し等））を添付すること。 
 
（４）技術者の併任 
  管理技術者、主任技術者及び照査技術者の併任は可能とする。 
 
６ 制限事項等 
（１）提案者が次のいずれかに該当する場合は、本プロポーザルに応募することができ

ない。 
 ①本プロポーザルの受注者特定審査委員会の委員及びその親族 
 ②本プロポーザルの受注者特定審査委員会の委員が自ら主宰し、又は役員若しくは顧

問として関係する法人その他の組織に属する者 
（２）提案は、１提案者、１事務所等につき、１のみとし、複数提案した場合は、その

全てを無効とする。 
 
７ 実施スケジュール 

・公募開始                令和５年１２月１日（金） 
・質問書の受付              令和５年１２月８日（金）まで 
・質問書の回答日             令和５年１２月１４日（木） 
・参加表明書受付締切日          令和５年１２月２０日（水）まで 
・参加資格確認等結果通知送付       令和５年１２月２７日（水） 
・応募書類（提案書）の提出期限      令和６年１月３１日（水）まで 
・プレゼンテーションによる提案内容審査  令和６年２月中旬（予定） 
・提案書の特定（受注候補者の特定）    令和６年２月中旬（予定） 
・受注候補者との契約           令和６年２月下旬（予定） 

 
８ 質問書の受付・回答 

本提案方式に関する質問は、次の方法で提出すること。 
（１）提出書類 

質問書（様式１） 
（２）提出期限 

 令和５年１２月８日（金）午後５時まで 
（３）提出方法 
  質問箇所及び内容をわかりやすく記載し、電子メールにより提出すること。 

提出後、電話により到着確認を行うこと。  
なお、他の方法による質問書は一切受け付けない。 

（４）提出先 
小松島市都市整備部都市整備課 
メールアドレス：：toshiseibi@city.komatsushima.i-tokushima.jp 

（５）質問書の回答 
質問に対する回答は、令和５年１２月１４日（木）を目途に小松島市ホームページで 
公開する。但し、質問事項が重複していると市が判断したものは、整理して回答す 
る。また、意見表明など本件の趣旨から離れているものや、回答に対する再質問への 
回答は行わない。 

 
９ 参加表明書等の提出 

本参加表明書は、「小松島ステーションパーク改修工事詳細設計」の業務委託にあたり、

最適な委託契約候補者を選定するためのものである。 
（１）提出書類  
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①プロポーザル参加表明書（様式２－１又は様式２－２） 
②会社概要（様式３）  
【添付書類】  
ア 建築士事務所の登録証明書 
イ 法人にあっては、法人登記簿謄本（３箇月以内のもの）及び記載事項を証する書面 
ウ 会社の沿革、組織がわかる書類（パンフレット等でも可） 
エ 直近３期分の貸借対照表及び損益計算書  
※設計共同体として参加する場合においては、上記のアからエにつき、全構成員分を

それぞれ提出すること。 
③業務実績（様式４） 

過去１５年間（平成２０年４月１日から令和５年３月３１日まで）に、元請又は設計

共同体の代表構成員として、国又は地方公共団体が発注した「公園、緑地又は広場等

の新築工事の設計業務」もしくは「公共建築物の新築工事の設計業務」を行い、引き

渡した実績（５件以内）を記載すること。実績として記載した業務に係る契約書等（テ

クリスも可）の写しや設計対象物の面積規模等が確認できる書類を添付すること。  
④管理技術者経歴書（様式５） 
【添付書類】  
ア 管理技術者として携わった実績として記載した業務に係る契約書等（テクリスも

可）の写しや設計対象物の面積規模等が確認できる書類 
イ 事業者との雇用関係を証明する資料の写し 
ウ 業務経験年数及び保有資格を確認できる資料の写し 

エ 受賞歴を確認できる表彰状等の写し ※（別紙１）受賞歴の対象を参照すること。 
⑤主任技術者経歴書（様式６） 
【添付書類】  
ア 主任技術者として携わった実績として記載した業務に係る契約書等（テクリスも

可）の写しや設計対象物の面積規模等が確認できる書類 
イ 事業者との雇用関係を証明する資料の写し 
ウ 業務経験年数及び保有資格を確認できる資料の写し 

エ 受賞歴を確認できる表彰状等の写し ※（別紙１）受賞歴の対象を参照すること。 
   ⑥照査技術者経歴書（様式７） 

【添付書類】  
ア 事業者との雇用関係を証明する資料の写し 
イ 業務経験年数及び保有資格を確認できる資料の写し 

⑦誓約書（様式８）  
※設計共同体にて参加の場合は、全構成員分をそれぞれ作成すること。 

⑧国税及び地方税の滞納がないことの証明書 
 ※単独事業者にて参加の場合は、提出を省略することができる。 

※設計共同体にて参加の場合は、全構成員分をそれぞれ提出すること。但し、令和４・

５年度の小松島市一般（指名）競争入札参加資格業者名簿（測量・建設コンサルタ

ント等）に登載された者の証明書は省略することができる。 
⑨設計共同体協定書（参考ひな形：様式９） 

※設計共同体にて参加する場合のみ提出すること。 
⑩使用印鑑届（様式１０） 

※設計共同体にて参加する場合のみ提出すること。 
（２）提出期限  

令和５年１２月２０日（水）午後５時まで（必着）  
（３）提出方法 

 持参又は郵送（「特定記録郵便」又は「「簡易書留」に限る）。  
郵送の場合は、送料は提出者が負担すること。また、提出期限までに電話により送付物
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の到着確認を行うこと。持参の場合は、開庁日の午前８時３０分から午後５時までの間

とする。  
（４）提出先 

小松島市都市整備部都市整備課（市役所２階）  
住所：〒７７３－８５０１ 徳島県小松島市横須町１番１号  

（５）提出部数  
正本１部（代表者印を押印したもの）  

（６）参加資格確認結果の通知  
参加資格確認終了後、書面により通知する（令和５年１２月２７日（水）発送予定）。 

 
１０ 辞退届の提出  

参加申込後、本提案方式への参加を辞退する場合は、必ず辞退届（様式１１）を提出しな

ければならない。なお、設計共同体にて参加表明書を提出した場合においては、代表構成員

のみの提出で可とする。また、辞退することによって、今後、不利益な取扱いを被ることは

ないものとする。 
 
１１ 提案書の提出  

本提案方式に関する提案書は、次の方法で提出すること。  
（１）提出書類 

 ①提案書表紙（様式１２）  
代表者印を押印し、提案書の鑑表紙として提出すること。設計共同体として参加を表

明している場合は代表構成員名で提出すること。  
②技術提案（様式１３）  

指定の様式（Ａ４サイズ）に、本プロポーザルの設計手法や実施要領１０ページ目の

Ｃ 提案及び面接に関する事項の表内（①：設計方針から⑤：集客性）の判断基準に

つき、基準を満たすために取り組む内容をそれぞれ明記することとし、必ず４枚以内

での提出とすること。 
 ③取組方針（様式１４）  

指定の様式（Ａ４サイズ）に、業務の実施体制、工程計画、業務フローや、実施要領

１０ページ目のＣ 提案及び面接に関する事項の表内（⑥：ワークショップ）の判断

基準につき、基準を満たすために取り組む内容を明記することとし、必ず２枚以内で

の提出とすること。  
④完成イメージ図（任意様式） 
 様式は任意であるが、Ａ４サイズにて、必ず５枚以内での提出とすること。なお、実

施要領１０ページ目のＣ 提案及び面接に関する事項の表内（⑦：完成イメージ等）

の判断基準につき、基準を満たすために取り組む内容を図内に示すこと。（文字を用

いることも可とする。） 
 ⑤見積書（任意様式） 

見積書は、提案上限額（消費税及び地方消費税を含む）以内の見積金額を記載するこ 
と。 

（２）提出期限  
令和６年１月３１日（水）午後５時まで（必着）  

（３）提出方法  
持参又は郵送（「特定記録郵便」又は「「簡易書留」に限る）。 郵送の場合は、送料は提 
出者が負担すること。また、提出期限までに電話により送付物の到着確認を行うこと。  
持参の場合は、開庁日の午前８時３０分から午後５時までの間とする。  

（４）提出先  
小松島市都市整備部都市整備課（市役所２階）  
住所：〒７７３－８５０１ 徳島県小松島市横須町１番１号  
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（５）提出部数  
提出書類①～⑤の順序で製本し、表紙の次項から通し番号を付け、簡易なＡ４ファイル 
（左綴じ）で提出すること。  
●正本１部（代表者印を押印したもの）  
●副本１０部（正本の写し）  
●副本については、社名・社員等の提案者が特定される情報を削除又は黒塗り等で判読

不能とすること。  
●ＣＤ－Ｒ１枚（正本をＰＤＦ形式で保存したもの）  

 
１２ 審査方法等  
（１）事業者選定会議の設置  

業務の履行に最も適した契約の相手方となる候補者を、厳正かつ公正に決定するため、 
小松島ステーションパーク改修工事詳細設計業務受注者特定審査委員会を設置（以下「審

査委員会」という。）する。但し、参加資格の有無については、都市整備課事務局におい

て審査及び確認を行うこととする。 
（２）審査委員会  

提案内容の審査は、書類審査並びにプレゼンテーション及びヒアリング（プレゼンテー 
ション：１５分、ヒアリング：１５分程度）により実施する。プレゼンテーションは、原

則として本業務に携わる予定の管理技術者が行うこととし、ヒアリングについては、それ

以外の者も可とする。参加者は、管理技術者を含め３名以内とする。プレゼンテーション

の際、追加資料（模型を含む）の提示は認めない。発注者は、映写スクリーン、電源供給

設備、プロジェクターのみを用意する。パソコン等それ以外に必要とされる機器、道具等

がある場合は提案者が用意すること。  
（３）プレゼンテーション参加の制限 
  本プロポーザルへの参加表明者が多数となる場合には、審査委員会において提案書の 

内容を総合的に審査し、プレゼンテーション参加者を選定する。また、提案内容が基準を 
満たさない場合においては、プレゼンテーションへの参加を認めない。 

（４）審査方法  
本プロポーザルの審査は、審査委員会において各委員が評価を行うものとする。なお、

配点については「（別表）提案書を特定するための評価基準」のとおりとする。提案書の

審査は、各提案書の評価点を算定し、総合評価点の最も高い提案者を受注候補者として、

次に総合評価点が高い提案者を次点順位者として選定する。同点の者がいる場合は、委員

の多数決をもって受注候補者を選定する。参加者が１提案者だけの場合でも審査及び評

価を実施し、評価が一定基準（評価点が満点の６割以上の点数）を満たしている場合は、

その１提案者を受注候補者として選定する。  
（５）審査結果  

審査結果は、令和６年２月中旬を目途に提案者に対し結果通知書により通知すると

ともに、本市ホームページでも公表するものとする。なお、審査結果に関する異議申立

てについては、受け付けないものとする。 
 
１３ 提案者の失格事項  

提案者が、次のいずれかに該当した場合は失格となる。  
（１）参加資格の要件を満たさなくなった場合  
（２）提案書等が提出期限までに提出されなかった場合  
（３）提出書類に虚偽の記載があった場合  
（４）見積額が提案上限額の超過あるいは著しく低い金額での提案によって公正な競争が 

困難と認められる場合  
（５）選考の公平性に反する行為があった場合  
（６）前各号に定めるもののほか、提案にあたり著しく信義に反する行為等により、審査委
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員会が失格であると認めた場合 
 
１４ 契約手続等 
（１）契約の締結 

契約は、仕様書及び受託候補者の提案書等の記載事項を基本に協議の上、随意契約を締 
結するものとする。 
提案書に記載され、審査において評価した項目については、原則として契約時の仕様 

に反映するものとする。但し、本業務の目的達成のため、必要な範囲において、受注候補

者との協議により締結段階で項目を追加、変更及び削除することがある。 
また、これにより、契約内容及び契約額の調整を行うことがある。  
なお、辞退その他の理由で契約ができない場合は、次順位者と契約の交渉を行う。  

（２）契約保証金 
  契約保証金については、小松島市契約規則（昭和４９年３月３０日制定）第２３条の規 

定を適用する。 
（３）変更契約 

市及び受注候補者との協議により、業務内容の一部を変更することがある。 
 
１５ その他 
（１）本件の提案方式に係る経費は、全て提案者の負担とする。  
（２）提出書類の著作権は、提案者に帰属する。但し、本市は、本業務に係る範囲において

公表する場合、その他本市が必要と認める場合は、提出書類の内容を無償で使用できる

ものとする。  
（３）提出された書類は、返却しないものとする。  
（４）提出書類の提出後の修正又は変更は、一切認めない。  
（５）参加表明書等に記載した配置技術者の変更は、特別な場合を除き認めない。但し、や

むを得ない理由等がある場合は、市に協議すること。  
（６）提出された書類等は、小松島市行政情報公開条例（平成１２年条例第４７号）で定め

る行政情報として取り扱うものとする。  
（７）当該業務を委託する相手方の決定については、特定された最優秀提案者を対象として、

業務内容や仕様等の契約内容を本市と協議したうえで決定するもので、受託候補者の

特定をもって、提案者の提案内容全てを了承するものではない。  
（８）プロポーザルに参加することにより知り得た事項については、いかなる理由があって

も他に漏らしてはならない。 
（９）本事業は社会資本整備総合交付金の都市公園事業を活用している。 
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（別表）提案書を特定するための評価基準 

 

 

 

Ａ 参加表明者の経験及び能力に関する事項 

評価項目 
評価の着目点 

評価点 
判断基準 

参
加
表
明
者
の
経
験
及
び
能
力 

専
門
技
術
力 

業
務
実
績 

（様式 4） 

過去１５年間の実績につき、次の順位で評価する。 

①『１０，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

②『５，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『５，０００㎡以上の公共建築物の設計実績が３件以上あり』 

③『３，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『５，０００㎡以上の公共建築物の設計実績あり』 

④『１，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『公共建築物の設計実績が５件あり』 

⑤『公共建築物の設計実績が３件以上あり』 

⑥『上記のいずれにも該当しない場合』 

 

※設計実績は基本設計、詳細設計ともに可とする。 

※公共建築物の設計には、建築工事に付随する外構等の設計を含む

ことも可とする。 
※設計実績は新築工事の設計業務のみ対象とする。 
※上記の判断基準に複数該当がある場合は、最上位の評価点を採用

する。 

① １０点 

② ８点 

③ ６点 

④ ４点 

⑤ ２点 

⑥ 加点なし 

管
理
技
術
者
の
経
験
及
び
能
力 

専
門
技
術
力 

業
務
実
績 

（様式５） 

管理技術者として携わった過去１５年間の実績につき、次の順位で

評価する。 

①『１０，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

②『５，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『５，０００㎡以上の公共建築物の設計実績が３件以上あり』 

③『３，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『５，０００㎡以上の公共建築物の設計実績あり』 

④『１，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『公共建築物の設計実績が５件あり』 

⑤『公共建築物の設計実績が３件以上あり』 

⑥『上記のいずれにも該当しない場合』 

 

※設計実績は基本設計、詳細設計ともに可とする。 

※公共建築物の設計には、建築工事に付随する外構等の設計を含む

ことも可とする。 
※設計実績は新築工事の設計業務のみ対象とする。 
※上記の判断基準に複数該当がある場合は、最上位の評価点を採用

する。 

① ５点 

② ４点 

③ ３点 

④ ２点 

⑤ １点 

⑥ 加点なし 
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管
理
技
術
者
の
経
験
及
び
能
力 

専
門
技
術
力 

受
賞
歴
・
経
験
年
数 

（様式５） 

管理技術者の受賞歴や経験年数につき、次の順位で評価する。 

①『受賞歴が３件』 

②『受賞歴が２件』 

③『受賞歴が１件』又は『業務経験年数が１５年以上』 

④『業務経験年数が１０年以上』 
⑤『業務経験年数が５年以上』 

⑥『上記のいずれにも該当しない場合』 

 

※受賞歴については、（別紙１）受賞歴の対象を参照すること。 

※上記の判断基準に複数該当がある場合は、最上位の評価点を採用

する。 

① ５点 

② ４点 

③ ３点 

④ ２点 

⑤ １点 

⑥ 加点なし 

 

主
任
技
術
者
の
経
験
及
び
能
力 

専
門
技
術
力 

業
務
実
績 

（様式６） 

主任技術者として携わった過去１５年間の実績につき、次の順位で

評価する。 

①『１０，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

②『５，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『５，０００㎡以上の公共建築物の設計実績が３件以上あり』 

③『３，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『５，０００㎡以上の公共建築物の設計実績あり』 

④『１，０００㎡以上の公園、緑地又は広場等の設計実績あり』 

又は『公共建築物の設計実績が５件あり』 

⑤『公共建築物の新築工事の設計実績が３件以上あり』 

⑥『上記のいずれにも該当しない場合』 

 

※設計実績は基本設計、詳細設計ともに可とする。 

※公共建築物の設計には、建築工事に付随する外構等の設計を含む

ことも可とする。 
※設計実績は新築工事の設計業務のみ対象とする。 
※上記の判断基準に複数該当がある場合は、最上位の評価点を採用

する。 

※本プロポーザルにおいて、管理技術者と主任技術者を併任とした

場合、本項目は加点なしとする。 

① ５点 

② ４点 

③ ３点 

④ ２点 

⑤ １点 

⑥ 加点なし 

 

主
任
技
術
者
の
経
験
及
び
能
力 

専
門
技
術
力 

受
賞
歴
・
経
験
年
数 

（様式６） 

主任技術者の受賞歴や経験年数につき、次の順位で評価する。 

①『受賞歴が３件』 

②『受賞歴が２件』 

③『受賞歴が１件』又は『業務経験年数が１５年以上』 

④『業務経験年数が１０年以上』 
⑤『業務経験年数が５年以上』 

⑥『上記のいずれにも該当しない場合』 

 

※受賞歴については、（別紙１）受賞歴の対象を参照すること。 

※上記の判断基準に複数該当がある場合は、最上位の評価点を採用

する。 

※本プロポーザルにおいて、管理技術者と主任技術者を併任とした

場合、本項目は加点なしとする。 

① ５点 

② ４点 

③ ３点 

④ ２点 

⑤ １点 

⑥ 加点なし 

 

小計 ３０ 
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Ｂ 価格に関する事項 

評価項目 
評価の着目点 

評価点 
判断基準 

価格点 

（１－「提案価格」／「提案上限額」）×１００ 

※価格点は、上記計算式にて算出（小数第２位を四捨五入

し小数第１位まで求める）した数値とする。 

※但し、満点の評価点は２０点とする。 

２０ 

小計 ２０ 

 

Ｃ 提案及び面接に関する事項 

評価 

項目 

評価の着目点 
評価点 

判断基準 

技術 

提案 

・ 

取組

方針 

① 設計方針 

設計上、特に重視する事項などに対し、考え方 

や手法は明確であるか 
１０ 

設計を進める上での課題の認識が的確であり、 

対応方法は具体的であるか 
１０ 

② 業務実施方針 
本業務の趣旨【目的・内容・条件等】に沿った 

方針となっているか 
１０ 

③ 経済性 

整備工事費用が上限額【３億３千万円】に収ま 

るための工夫がされているか 
１０ 

維持管理費用を低減するための工夫がされて 

いるか 
１０ 

④ 独創性 
提案内容及び手法に独創性があり、提案者が有 

するノウハウなどが生かされているか 
１０ 

⑤ 集客性 

人を呼び込み、リピート率を上げるための工夫 

がされているか 
１０ 

ユニバーサルデザインやバリアフリー等に配 

慮した提案であるか【公園内トイレ含む】 
１０ 

⑥ 
ワークショッ

プ 

どのようなワークショップ【内容や対象者等】 

を開催するか 
１０ 

民意の反映をどのように図るか １０ 

⑦ 
完成イメージ

等 

魅力的なゾーニング計画となっているか １０ 

「本港地区みなとまちづくり基本構想」に位置 

づける各拠点施設との動線計画や繋がりが適 

切であるか 

１０ 

面接 ⑧ 

プレゼンテー

ション及びヒ

アリング 

提案資料はわかりやすく、プレゼンテーション 

では、その内容を補完する説明がされているか 
１０ 

質疑に対して的確な対応ができるか １０ 

業務に取り組む積極性が見られるか １０ 

小計 １５０ 

 

合計 ２００ 


